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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・病棟日誌やカンファセンス記録を回覧した際に、ファイル名が間違っているとの指摘がありました。送る前に回覧先やファイル名に誤りがないか確認を徹底していきましょう。

・８/３０(水)17：30～ メモリアルホールにて「自立支援法について」の伝達講習があります。出席については任意ですが、なるべく参加してください。出席される方は、教育委員会フォルダ→H18教育委員会→伝達講習→「第2回伝達講習の出欠はこちら！」の名簿への入力を行ってください。
・９/１(金)、４(月)18：30～、桜木町グランドで八戸市医師会長杯女子ソフトボール大会が行われます。今年度も参加するとの事で、メンバーの募集をしています。参加される方は、WIZ書類フォルダ→みんなの共有→青風荘の中に法人ソフトボールチーム・メンバー表のファイルがありますので、各自お盆までに登録してください。練習日程などについてはメンバーが集まり次第調整します。
・栄養の人より、外出泊に行く際に患者様の名前を教えて欲しいとの事です。今後、お盆だけに限らず、外出泊する患者様がいる時には、栄養管理科の人に忘れずに連絡していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　節子様～８/１６(水)に外出プログラムがあります。本人より「外出した際に買い物をしてきたい」との希望があり、医事室に4000円用意してもらうように伝えています。外出プログラムにつくスタッフは医事室によりお金を預かるのを忘れずにおこなってください。

・佐藤　幸男様～買い物カードを無くしたとの事で、再発行しています。本日、買い物カードが届いており、本人と置く場所を決めています。今後、買い物についてスタッフは、買い物終了後、カードを決めた場所（チェストの鍵が付いているところ）にしまっているかを確認していきましょう。

・新井　圭次様～外泊時に、薬を服用しない事がある為、今回の外泊では服薬した際に連絡をしていただくよう伝えてありますが、現在、連絡は来ていません。本日、準夜帯で連絡してください。

　　　　　　　　　　　↓

準夜帯で電話したところ、御家族に自ら「くすり～」と話し、服用しているとの事です。御家族の方から「電話するのを忘れてしまうので、19：30～20：00の間に電話が欲しい」との話しがありました。準夜帯のスタッフは、確認の為、時間を見て電話をし、服薬状況について尋ねていきましょう。又、母様から「なんでうちの子はこんなに痩せているんですか？飲んでいる薬のせいじゃないんですか？」との話しがありました。薬の副作用でない事を説明するも納得がいかない様子でしたので、主治医に報告後改めて連絡する事を伝えています。主治医に報告し、帰院時に再度主治医の回答について説明していきましょう。

・石切　久様～排泄チェックの際に、排便が７日間見られず、８/１３(日)にシンラック１５滴服用後に反応便見られています。今後、自ら思っている事や不調の訴えを言語化出来ない方なので、身体不調の観察・日中の過ごし方について観察し、スタッフ側から声掛けを行い、具体的に話してもらえるように関わっていきましょう。

＜週間連絡＞

８/１４（月）シーツ・枕カバー・掛け布団カバー交換

８/１５（火）皮膚科休み

８/１６（水）種市 久子様 9：30～16：00 外出予定

　　　　　　 種市 久子様 15：00～ ケア会議（第２診察室）　

８/１７（木）コップ漂白

　　　　　　 皮膚科診察（北・西）

８/１８（金）モップ交換

　　　　　 　歯科診察（佐藤節子様・中村マス様・清水進様・若松澄子様）

＜注目患者様NCP評価・検討＞

・和田　昌様～軽躁状態が強く睡眠状況不安定さ見られている為、８/１２(土)に抗てんかん薬・睡眠薬が４日分臨時処方となり、次回の８/１６(水)の定期処方から、バレリン(200)４T ２×ndE、ドラール(15)１T １×vds　が追加となっています。臨時薬服用後もスタッフに話し掛けの多さ・他者への干渉・気分変動見られています。まとまりのない発言も聞かれており、話す内容をうまくまとめきれていない様子伺えています。訴えがあった際には、傾聴をし、なるべく静かな環境を提供し、他者とのトラブルのないよう観察し、トラブルになる前に仲介に入り他患者様を離すようにしていきましょう。又、夜間に女性スタッフだけでの対応ではどうしようも出来ない時には、他病棟に連絡をし、男性スタッフに協力してもらうようにしてください。現在、軽躁状態が続いている為、担当Ｎｓはケアプランの検討をお願いします。

・若松　澄子様～現在、迷惑行為あまり見られていませんが、作業や活動のプログラムを「行きたくない。今はテレビを見たい」等を訴え、拒否的な様子伺えています。夜間の睡眠は、就床時間は遅いですが確保出来ています。今後も落ち着いてきていますが、迷惑行為がないか観察をし、必要時には仲介に入るようにしましょう。夜間の睡眠状態の観察もしていきましょう。又、腹部膨満見られおり、排便について問うも覚えていない事があります。意思疎通が困難で、不調について自ら言語化できない方なので、腹部の状態の観察・排便状況の確認を行っていきましょう。

＜田名部Dr担当患者様診察状況＞

・本多　富美様～８/１２(土)10：00～８/１３(日)16：00まで外泊しています。帰院後の体重が出棟前の体重より約1.5kg増加みられています。飲酒はなく、本人の話では過食症状もなかったと話していますが、生活リズムに関して病棟にいる時より不規則になった様子伺えています。本人より、「気分が落ちている」と訴えあり、８/１６(水)の定期薬より、アナフラニール(抗うつ薬)が止めとなり、パキシル（）(10) １T→２Tに増薬予定となっています。主治医より、①体重管理を続ける事、②来月の外泊について説明しており、本人もうなずいています。前回の診察時も同様の説明をしていますが、生活リズムの崩れが継続して見られ、理解に乏しい様子見られています。第１の目標として体重の自己管理をしながら、生活リズムを整える事の必要性について説明していきましょう。又、余暇時はベッド臥床している事が多い為、運動に誘っていきましょう。

・早狩　千賀子様～明日より外泊を行っていく予定ですが、注意事項として前回と同様家での生活を無理なく行うよう（買い物程度にとどめる）説明しています。夜間の睡眠について「起床時は眠気はないが、むしろ早く目が覚める」と話しています。服薬については、同じ薬で様子を見るとの事です。引き続き、気分の落ち込み・睡眠状況の確認や観察をおこなっていきましょう。又。外泊時の過ごし方について無理をしないように旦那様にも手伝っていただくよう促していきましょう。

· 加賀谷　芙美子様～診察時、血液検査の結果、血糖値も落ち着いてきている為、現在の　　　　　　　　　インスリン継続していく事説明しています。本人よりだるさがある　　　　　　　　　との訴えています。又、血圧低値であるとの訴えがあり、８/１６　　　　　　　　　(水)の定期薬からコロヒポナリン(昇圧剤)が増薬となります。

・田中　静子様～診察時に外泊について尋ねられると「悪いことが続いた。息子が虫に刺されるし、眼鏡が壊れた」と話しています。主治医より、今月末の退院予定はどうか？との話がありましたが、次回の外泊を見て決めるとの事です。次回の外泊希望は御家族に確認し、希望届けを提出してください。外泊時に御家族に退院について確認するのを忘れずに行ってください。

・鈴木　正長様～お盆外泊については、弟様からの連絡がなく見送る事となっています。体調不調の訴えはありませんが、ＢＵＮ高値につき、ザイロリック（痛風治療薬） ２Ｔ→１Ｔに減薬予定となっています。日中、新聞を読んでいても日付についての認識が薄い為、引き続き、日付・曜日の確認を毎日行うようにしていきましょう。

・若松　澄子様～幻聴について「眼鏡が欲しい」と聞こえると話している為、リスパダール（向精神薬）(1)２Ｔ １×夕/１Ｔ、８/１５(火)の夕に処方となり、８/１６(水)から以後定期となります。幻聴や奇異な行動がないか観察と確認をしていきましょう。便秘による腹部膨満みられており、アローゼン(下剤)(0.5)１Ｐ １×vds/２T処方とし、３包として服用させるように指示がありました。排便の有無の確認をし、腹部の状態について観察・グル音の確認をしていきましょう。

・佐藤　節子様～調子の悪い患者様から接近され、その事で調子を崩している様子伺えていましたが、現在は落ち着いて過ごされています。８/１６(水)買い物外出、８/２３(水)役所に高額医療の手続きに出かける予定となっています。外出前後の不安や不調を言語化できるように、スタッフから話し掛ける等訴えやすい環境を提供していきましょう。

＜学術抄録作成・検討＞

本日、看護の学術の抄録作成について話し合いを行っています。






















